
 

 

 久留米市民意識調査 

 報告書≪速報版≫ 
 

 

 

 

Ⅰ 調査のあらまし 

（１）目 的     

市民意識調査は、今後の市政運営の基礎資料を得るために毎年実施しているものです。 

今回の意識調査は、①行政施策 ②食育・地産地消 ③環境 ④中心市街地 ⑤住宅 ⑥インター

ネット ⑦安全・安心のまちづくり という７つのテーマについて実施しました。 

 ①行政施策  久留米市が取り組む 33 項目の施策についての満足度、久留米市への愛着度、

住みやすさ、市の状況をどう感じるかなどについて調査し、久留米市新総合計画に掲げる施策

の目指す成果の達成状況を把握する基礎資料として活用します。 

 ②食育・地産地消  食育や地産地消への意識を調査するとともに、農業の持つ多面的機能に

ついての認知度を把握し、次期食料・農業・農村基本計画の策定や次期食育推進プランの策定

の基礎資料として活用します。 

 ③環境  周辺環境に対する市民の皆さんの満足度、環境問題に対する意識や取り組みの程度、

力を入れてほしい施策などについて調査し、環境基本計画の一部見直しの基礎資料として活用

します。 

 ④中心市街地  中心市街地への来街について、来街する際の頻度、目的、移動手段を調査し、

今後の中心市街地活性化に向けた基礎資料として活用します。 

 ⑤住宅  街なか居住の意向、高齢期に求められる住環境や住宅施策を調査し、住生活基本計

画の見直しや後期計画策定の基礎資料として活用します。 

 ⑥インターネット  インターネット利用や久留米市ホームページの閲覧状況、インターネッ

トを通じて入手したい行政情報、ＩＣＴ（情報通信技術）を活用したより利便性の高い行政サー

ビスへの要望などを調査し、次期ＩＣＴ情報化推進計画(仮称)策定の基礎資料として活用します。 

 ⑦安全・安心のまちづくり  けがや事故、犯罪、災害への不安、災害への備え、セーフコミ

ュニティの認知度などを調査し、安全・安心のまちづくり推進の基礎資料として活用します。 
 

（２）調査方法 

○ 調 査 地 域          久留米市全域 

○ 調 査 対 象 者          久留米市に在住する満 20 歳以上の人 

○ サ ン プ ル 数          2,000 

○ 抽 出 方 法          住民基本台帳からの二段無作為抽出法 

○ 実 査 方 法          調査票を郵送し、調査員が訪問回収を行う郵送法併用の留置法 
           （調査票は封筒に封入したものを回収） 

○ 実 査 期 間          平成 26 年７月 24 日～８月５日 

○ 回 収 数 （ 率 ）          １，７１１票（85.6％） 

○ 調査の企画と実施  企画 久留米市 協働推進部 広聴・相談課 

           実施 西日本新聞社 お客さまセンター 調査・マーケティンググループ 
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－ 2 － 

満 足 度 得　点

 １．満　足 → ６点

 ２．やや満足 → ４点

 ３．やや不満 → ２点

 ４．不　満 → ０点

 ５．わからない → 欠損値
    （無回答） （得点計算

 の対象外）

＝
(選択肢１)×６＋(選択肢２)×４＋(選択肢３)×２＋(選択肢４)×０

（選択肢１～選択肢４の回答者数）
満足度
得　点

問 あなたは、久留米市に愛着がありますか。

（あてはまる番号に１つだけ○印） 

順位 項　　目
昨年
順位

1位 四季のイベントの振興 1位

2位 地域医療体制の充実 2位

3位 消防・救急救命対策 3位

4位 健康づくり対策 6位

5位 生活排水処理の整備 4位

6位 ごみ処理対策 5位

7位 文化芸術活動の支援・充実 7位

8位
市民自らが進めるまちづくり
活動の振興

9位

9位 環境美化対策 8位

10位 水辺空間の整備 11位

4.60 

4.36 

4.15 

3.94 

3.84 

3.80 

3.75 

3.68 

3.67 

3.61 

2 3 4 5（得点）

愛着がある

39.7%

どちらかといえ

ば愛着がある
37.4%

どちらでもない

15.6%

どちらかといえ

ば愛着がない
3.2%

愛着がない

2.9%

無回答

1.2%

（N=1,711）

Ⅱ 主な調査結果 

１．行政施策 

（１）施策の満足度 

◆「健康づくり対策」の満足度が４位に上昇した。 
 
問 久留米市では、市民のニーズを的確に把握し政策へと反映させるまちづくりを進めて 

 います。そこで、次の市の取り組みについておたずねします。 

 あなたは、この取り組みにどの程度満足していますか。 

 それぞれについて、あてはまるものを１つずつ選び、番号に○印をつけてください。 

 

  ■満足度の得点化の手順■ 

 

 

 

 

 

※例えば、仮に全員が「２．やや満足」を選んだ場合、その施策の満足度 

得点は４点となります。 

          

■満足度が高い 10の取り組み■ 

 

 

 

 

（２）久留米市への愛着 

◆８割近くの人が久留米市に愛着を

持っている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

33項目の行政施策に対す

る評価を得点化し、分析を

行っています。 

（全体平均：3.31） 

『愛着がある』 

77.1％ 



 

－ 3 － 

Ｆ あなたは、今後も久留米市に住み続け

たいと思いますか。（あてはまる番号に 

１つだけ○印） 

問 あなたは、久留米市は住みやすいと思

いますか。（あてはまる番号に１つだけ 

○印） 

いま住んで

いるところに

このまま住み

続けたい

64.8%
久留米市内の

別のところに

住みたい

10.6%

久留米市外に

住みたい
3.6%

わからない

20.6%

無回答

0.4%

（N=1,711）

住みやすい

38.4%

どちらかといえば

住みやすい
44.1%

どちらでもない

9.6%

どちらかといえば

住みにくい
6.0%

住みにくい

1.2% 無回答

0.7%

（N=1,711）

『思う』

（ア）季節感にあふれている 86.2 12.0

（イ）外で活動しやすい 58.2 40.0

（ウ）安全で安心して暮らせる 68.5 29.5

（エ）心豊かに生活できる 65.4 31.8

（オ）子育てしやすい 70.8 24.0

32.6

11.3

13.9

11.0

14.0

53.6

46.9

54.6

54.4

56.8

7.9

28.5

21.7

24.0

16.5

4.1

11.5

7.8

7.8

7.5

1.8

1.8

1.9

2.9

5.2

0% 25% 50% 75% 100%

そう思う どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない

そう思わない 無回答

（N=1,711）
『思わない』

（３）久留米市の住みやすさ、定住意向 

◆約８割の人が久留米市は住みやすいと感じ、７割を超える人が 

久留米市内に住み続けたいと思っている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）久留米市の状況 

◆久留米市は「季節感にあふれている」86.2％と「子育てしやすい」70.8％

で高い評価。 
 

問 久留米市の状況として、次の（ア）～（オ）の事柄について、あなたはどう思われま

すか。（あてはまる番号にそれぞれ１つずつ○印） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『住みやすい』 

82.5％ 
『久留米市に住み続けたい』 

75.4％ 
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－ 4 － 

12.1 66.2 17.4

2.6

1.6

0% 25% 50% 75% 100%

少し不便を感じる

ことがあっても

積極的に

取り組んでいる

生活に不便の

ない範囲で

取り組んでいる

必要性は感じるが、

取り組んでいない

取り組む必要性を

感じていない

無回答

（N=1,711）

19.3 39.1 26.9 11.7 3.0

0% 25% 50% 75% 100%

そう思う どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない

そう思わない 無回答

（N=1,711）

（Ａ）文化芸術活動

（Ｂ）運動やスポーツ活動

31.4

50.4

67.0

48.5

1.6

1.2

0% 25% 50% 75% 100%

行っている 行っていない 無回答

（N=1,711）

問（Ａ）あなたは、文化芸術活動（美術、音楽、演劇、舞踊、伝統芸能などを自分自身で行う、

あるいは鑑賞する）を行っていますか。（あてはまる番号に１つだけ○印） 

（Ｂ）あなたは、運動（軽く体を動かすものを含む）やスポーツ活動（自分自身で行う、あ

るいは観賞、観戦する）を行っていますか。（あてはまる番号に１つだけ○印） 

（５）環境に配慮した取り組み 

◆生活の中で環境に配慮した取り組みをしている人は 78.3％。 
 

問 あなたは、普段の生活の中で、環境に配慮した取り組みをしていますか。（あてはまる 

番号に１つだけ○印） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）人権問題の解決に向けて 

◆約６割の人が自分自身の人権感覚を高めたいと思っている。 
 

問 あなたは、同和問題をはじめとする人権問題の解決に向けて、自分自身の人権に対する

感覚を高めたいと思いますか。（あてはまる番号に１つだけ○印） 

 

 

 

 

 

 

 

（７）文化芸術活動、運動やスポーツ活動の状況 

◆普段の生活の中で約３割の人が文化芸術活動を、５割の人が運動や 

スポーツ活動を行っている。 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



 

－ 5 － 

問 あなたは、「食育」に関心がありますか。

（あてはまる番号に１つだけ○印） 

問 あなたは、「食育」という言葉やその意

味を知っていますか。（あてはまる番号

に１つだけ○印） 

【中学生以下のお子さんのいる家庭におたずねします】 

問 お子さんは、朝食をとっていますか。 

（あてはまる番号に１つだけ○印） 

言葉も意味も

知っている
60.2%

言葉は知って

いるが、意味は

知らない

27.1%

知らない

11.3%

無回答

1.4%

（N=1,711）

ほぼ毎日食べて

いる(週５日以上)
77.3%

ときどき食べて

いる(週２日以上)
11.9%

ほとんど

食べていない

(週１日以下)

10.2%

無回答

0.5%

（N=1,711）

ほぼ毎日食べて

いる(週５日以上)
84.1%

ときどき食べて

いる(週２日以上)
3.5%

ほとんど

食べていない

(週１日以下)

0.9%

わからない

0.4%

無回答

11.0%

（N=454）

問 あなたは、朝食をとっていますか。 

（あてはまる番号に１つだけ○印） 

関心がある

35.7%

やや関心がある

34.5%

あまり関心

はない
18.7%

関心はない

9.7%

無回答

1.5%

（N=1,711）

２．食育・地産地消 

（１）「食育」の認知と関心 

◆「食育」について、約６割の人は言葉も意味も知っており、約７割の

人は関心がある。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）朝食の摂取状況 

◆朝食をほぼ毎日とっている人は 77.3％、子どもでは 84.1％。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『関心がある』 

70.2％ 
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－ 6 － 

問 あなたは、日常の食生活で、久留米産の農産物を食べるように意識していますか。 

（あてはまる番号に１つだけ○印） 

問 久留米市が、これらの多面的機能を維

持・保全するための政策に取り組むこ

とは重要だと思いますか。（あてはまる番

号に１つだけ○印） 

問 田んぼや畑には、洪水を防止する、暑

さをやわらげる、多くの生物を育むな

どの多面的機能※があることを知って

いますか。（あてはまる番号に１つだけ 

○印） 

意識している

27.2%

やや意識

している
22.2%

あまり意識

していない
36.2%

意識していない

13.6%

無回答

0.9%

（N=1,711）

知っている

51.2%

知らない

47.9%

無回答

0.9%

（N=1,711）

そう思う

57.8%
どちらかといえば

そう思う
34.0%

どちらかといえば

そう思わない
3.6%

そう思わない

3.0%

無回答

1.5%

（N=1,711）

（３）地産地消に対する意識 

◆久留米産の農産物を日常的に食べるように意識している人は約５割。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（４）田んぼや畑の多面的機能 

◆９割を超える人が田畑の多面的機能を維持・保全する取り組みを 

重要だと感じている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「多面的機能」とは… 
農業や農村地域は農作物を生産する役割だけではなく、私たちの生活に様々な

『めぐみ』をもたらしています。水田は雨水を貯蔵し、洪水や土砂崩れを防止し
たり、多くの生物を育みます。また、美しい農村地域の景観は私たちの心を和ま
せてくれます。これらの役割を農業・農村の持つ多面的機能といいます。 

『意識している』 

49.4％ 

『そう思う』 

91.8％ 



 

－ 7 － 

問 あなたは環境を守るために、日常生活でどのようなことを実践していますか。（あてはま

る番号にいくつでも○印） 

問 あなたは、環境を守るために、久留米市はどのようなことに力を入れてほしいと思いま

すか。（あてはまる番号に３つまで○印） 

ごみ分別の徹底

節電や節水

マイバッグ・マイボトルの利用や詰め替え商品の購入などによるごみの減量

省エネ家電など、エネルギー消費の少ない商品の購入

草花や木を植えるなどの緑化

エコドライブの実践（アイドリングストップ、加減速の少ない運転、
早めのアクセルオフなど）

68.5

64.9

56.1

38.4

31.6

27.4

0 40 80(%)

（N=1,711）
【複数回答】

『満足』 『不満』

里山や農地、森林などの緑の豊かさ 81.2 15.9

公園や街路樹などの緑の豊かさ 80.4 17.8

ごみ処理（資源回収や分別収集など）の状況 77.7 20.6

市街地と自然のバランス 72.0 25.2

昆虫や魚、鳥などの自然の生き物の状況 68.0 28.8

川や池などの水辺の状況 64.7 32.4

（N=1,711）

26.3

27.9

25.4

15.4

13.6

15.5

54.9

52.5

52.3

56.6

54.4

49.2

12.6

13.4

15.1

21.2

23.0

26.6

3.3

4.4

5.5

4.0

5.8

5.8

2.9

1.8

1.7

2.8

3.2

2.8

0% 25% 50% 75% 100%

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

産業廃棄物や不法投棄などへの対策

大気・土壌汚染、水質汚濁、騒音、悪臭など、身近な生活環境悪化への対策

公園や街路樹など市街地の緑化の推進

学校における環境教育の推進

こまめな節電など、身近な省エネ行動の徹底

ごみ減量への取り組み

29.7

27.2

23.8

23.6

21.2

21.2

0 15 30 (%)

（N=1,711）
【回答は３つまで】

問 あなたがお住まいになっている周りの環境で、次の事柄について、現在どのくらい満足

していますか。（あてはまる番号にそれぞれ１つずつ○印） 

３．環境 

（１）周辺環境の満足度 

◆満足度が高い項目は「緑の豊かさ」「ごみ処理状況」。 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）日常生活で実践していること 

◆「ごみ分別」「節電・節水」「ごみ減量」は半数以上が実践している。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）環境を守るための施策 

◆「産廃や不法投棄対策」への要望が約３割で最も高い。 
 

 

 

 

 

 

 

上位６項目 

上位６項目 

『満足』上位６項目 
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－ 8 － 

久留米シティ 

   プラザ 

買い物

食事・喫茶、飲み会

金融機関（銀行・郵便局など）

仕事

通院、お見舞い

中心市街地以外への乗り換えのため 

友人・知人に会う 

54.2

41.3

23.9

19.9

13.8

11.5

10.8

0 30 60(%)

（N=1,440）
【複数回答】

自家用車

バス

自転車

西鉄電車・ＪＲ

徒歩

タクシー

バイク

その他

69.2

22.3

14.6

14.6

14.4

6.7

1.9

0.3

0 40 80 (%)

（N=1,440）
【複数回答】

9.1 12.5 15.5 23.9 23.2 14.7 1.2

0% 25% 50% 75% 100%

この区域に

住んでいる

ほぼ毎日

出かける

よく出かける

（週１回程度）

ときどき

出かける

（月１回

程度）

たまに出かける

ことがある

（年数回

程度）

めったに

行かない

（行ったこと

がない）

無

回

答

（N=1,711）

４．中心市街地 

（１）中心市街地への来街頻度と目的、交通手段 

◆中心市街地に『月１回以上出かける』人は約５割。 
 

問 あなたは、どれくらいの頻度で「中心市街地」に来ることがありますか。（あてはまる番

号に１つだけ○印） 
 

◆中心市街地地図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
★「この区域に住んでいる」『月１回以上出かける』「たまに出かけることがある」 
と回答した人に 

 
付問 「中心市街地」へ来る主な目的は何ですか。（あてはまる番号にいくつでも○印） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付問 「中心市街地」へ来る際の交通手段は主に何を利用しますか。（あてはまる 

番号にいくつでも○印） 

 

 

 

 

 

 

 

至 大牟田 至 熊本 

 

西鉄 
久留米駅 

小頭町

公園 

ＪＲ久留米駅 
市庁舎 

至 博多駅 至 福岡（天神） 

 

 ここでは、久留米市の

【西鉄久留米駅】、

【ＪＲ久留米駅】の
2 つの駅を囲む区域を

「中心市街地」として

います。 

「買い物」と「食事・

喫茶、飲み会」が平

成 24年度調査と同

じく上位。 

「自家用車」が、平成

24年度調査と同じく

約７割。 

上位７項目 

『月１回以上』 

51.9％ 



 

－ 9 － 

買い物の利便性

医療機関に近い

交通の利便性（歩いて暮らせる）

公共交通機関の利便性

近隣の人たちやコミュニティとの関わり

74.8

61.7

42.1

26.2

19.0

0 40 80(%)

（N=1,711）
【回答は３つまで】

そう思う

12.4%

どちらかといえば

そう思う
15.9%

どちらかといえば

そう思わない
26.4%

そう思わない

43.7%

無回答

1.6%

（N=1,711）

暮らしやすい住環境（上下水道、道路など）の整備

高齢者・障害者などが住んでいる住宅をバリアフリーにするための支援

人口の減少や高齢化が進行している地区への居住を進めるための取り組み

住宅を購入しやすくするための支援（購入費の補助や固定資産税の減免など）

災害などに対する住宅の安全性（耐震、耐火）や住環境の安全性

（住宅密集状態の解消）

38.6

32.7

28.1

25.7

22.4

0 25 50 (%)

（N=1,711）
【回答は３つまで】

５．住宅 

（１）街なか居住 

◆街なかに住みたいと思っている人は約３割。 
 

問 あなたは、街なか（中心市街地）に住みたいと思いますか。（あてはまる番号に１つだけ○印） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（２）高齢期の住環境 

◆「買い物の利便性」や「医療機関の近さ」が必要とされている。 
 

問 あなたが高齢期になったときに、住まいの環境として必要な要素は何ですか。（あては

まる番号に３つまで○印） 

 

 

 

 

 

 

 
 

（３）住宅の重点施策 

◆「暮らしやすい住環境の整備」への要望が約４割で最も高い。 
 

問 今後どのような住宅施策を重点的に進める必要があると思いますか。（あてはまる番号に

３つまで○印） 

 

 

 

 

上位５項目 

上位５項目 

『そう思う』 

28.3％ 
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－ 10 － 

付問 あなたは、久留米市のホームページ

を見たことがありますか。（あてはまる 

番号に１つだけ○印） 

付問 あなたはふだん、どんな端末を使って

インターネットを利用していますか。

（あてはまる番号にいくつでも○印） 

72.9 25.1 2.0

0% 25% 50% 75% 100%

は い いいえ 無回答

（N=1,711）

よく見ている

（週１回以上）
3.1% ときどき

見ている

（月１回以上）

8.6%

何回かは

見たことがある
39.1%

見たことは

ない
42.3%

わからない

2.9%

無回答

4.1%

（N=1,247）

スマートフォン

自宅のパソコン

携帯電話（スマートフォン以外）

自宅以外のパソコン

タブレット端末

家庭用ゲーム機

インターネット接続可能テレビ

その他

57.5

57.3

25.4

21.3

11.9

2.7

1.9

-

0 35 70 (%)

（N=1,247）
【複数回答】

市役所窓口での複数の申請・届出の手続きを一つの窓口で
済ませることができる

災害発生時にメールやスマートフォンアプリなどで必要な情報を

知らせてくれる

インターネットを通じていつでも、どこでも必要な申請・手続きができる

公共施設において、パソコンやスマートフォン・タブレットなどで
Wi-Fi（公衆無線LAN）を無料で利用できる

インターネットを通じて公共施設の空き状況の確認や、予約、使用料の

支払いなどができる

生活に密着したお知らせや行事の予定などをメールやスマートフォン
アプリで知らせてくれる

48.1

39.7

31.3

21.3

16.9

15.0

0 30 60 (%)

（N=1,711）
【複数回答】

６．インターネット 

（１）利用状況 

◆インターネットの利用率は 72.9％、スマートフォンと自宅のパソコンが 

６割弱でならび利用が多い。 
 

問 あなたは、この１年間にインターネット（携帯電話によるメールの送受信を含む）を 

利用したことがありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）ＩＣＴを活用した行政サービス 

◆「市役所窓口での手続きの一本化」「災害発生時の情報発信」への期待

が上位。 
 

問 久留米市では現在ＩＣＴ（情報通信技術）を活用し、より利便性を高める取り組みを

進めています。次にあげるようなＩＣＴを活用した行政サービスのうち、あなたが特

に期待したいものはどのようなことですか。（あてはまる番号にいくつでも○印） 

 

 

 

 

 

上位６項目 



 

－ 11 － 

自動車による交通事故

地震や大雨などの災害

空き巣や自転車の盗難、ひったくりなどの窃盗犯罪

自転車による交通事故

痴漢や強制わいせつ、のぞき・盗撮などの性的犯罪

暴力行為や傷害、強盗などの凶悪犯罪

学校や登下校時のけがや事故

70.3

54.2

48.9

39.5

23.1

22.2

21.6

0 40 80 (%)

（N=1,711）
【複数回答】

（ア）けがや事故 59.6 37.2

（イ）犯罪 60.4 35.4

（ウ）災害 47.4 48.3

19.4

19.1

14.2

40.2

41.3

33.2

29.5

29.7

38.7

7.7

5.7

9.6

3.2

4.3

4.2

0% 25% 50% 75% 100%

不安を感じる やや不安を

感じる

あまり不安を

感じない

不安を感じない 無回答

（N=1,711） 『感じない』『感じる』

（ア）水（１日あたり１人３㍑が目安）

（イ）食料

15.4

14.6

14.6

18.1

11.3

15.7

55.9

48.1

2.7

3.6

0% 25% 50% 75% 100%

１日分 ２日分 ３日分以上 何もしていない 無回答

（N=1,711）

７．安全・安心のまちづくり 

（１）不安感 

◆「けがや事故」と「犯罪」への不安を感じる人がそれぞれ約６割。 
 

問 あなたは、お住まいの地域で、けがや事故、犯罪、災害にあうかもしれない不安を感

じますか。（あてはまる番号に１つずつ○印） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）不安に感じるもの 

◆「自動車による交通事故」への不安を感じる人が約７割。 
 

問 あなたやあなたのご家族がふだん生活する中で、不安に感じることは何ですか。 

（あてはまる番号にいくつでも○印） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）水や食料の備蓄 

◆３日分以上の備蓄をしている人は「水」11.3％、「食料」15.7％。何も 

していない人が５割前後。 
 

問 地震や災害などの災害時に電気・水道・ガスなどがストップした場合に備えて、あな

たのご家庭では水や食料をどの程度備蓄していますか。（あてはまる番号に１つずつ○印） 

 

 

 

上位７項目 
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－ 12 － 

配布数
有効
回収数

有効
回収率

270 231 85.6%

310 263 84.8%

250 210 84.0%

200 176 88.0%

270 229 84.8%

340 293 86.2%

170 145 85.3%

190 164 86.3%

2,000 1,711 85.6%

ブロック別

東 部

北 部

中 央 東 部

南 東 部

中 央 部

西 部

合 計

中 央 南 部

南 西 部

ブロック 校　　区

東 部
山川、山本、草野、善導寺、大橋、船越
水分、柴刈、川会、竹野、水縄、田主丸

北 部
小森野、合川、宮ノ陣、北野、弓削、大城
金島

中央東部 西国分、東国分、御井

南 東 部 上津、高良内、青峰

中 央 部 荘島、日吉、篠山、京町、南薫、長門石

中央南部 鳥飼、金丸、南、津福

南 西 部 荒木、大善寺、安武

西 部
城島、下田、青木・浮島、江上、犬塚
三潴、西牟田

N=1,711
回収数

（票）

比率

（％）

男　性 786 45.9

女　性 925 54.1

20歳代 202 11.8

30歳代 280 16.4

40歳代 324 18.9

50歳代 300 17.5

60歳代 394 23.0

70歳以上 211 12.3

性

別

年

齢

一人ひとりが注意して事故や犯罪にあわないように気をつける

近隣住民とのあいさつなど、近所づきあいを良くする

登下校時の児童や、一人暮らしなどの高齢者の見守り活動を行う

地域内の危険箇所や不安箇所の点検を行い、安全・安心マップを作成する

地震や火災、水害など災害が起きた時のために防災訓練を行う

日頃から地域の防犯パトロールや防犯活動に積極的に参加する

交通安全や転倒予防、防犯などに関する学習会を開く

その他

60.4

51.8

51.7

43.5

20.0

12.1

7.2

1.1

0 35 70 (%)

（N=1,711）
【複数回答】

（５）個人や地域での取り組み 

◆「一人ひとりが気をつける」「近所づきあいを良くする」「見守り 

活動を行う」が５割を超えて上位。 
 
問 あなたは、けがや事故、犯罪などを防ぐために、個人や地域で特にどのような取り組

みや対策を行うことが必要だと思いますか。（あてはまる番号にいくつでも○印） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ブロック別サンプル構成    ●調査対象者の構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ブロック別校区名 
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